
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この研修会は宍道の高橋椿太郎

さん、金坂風羽さんが進めました 

午前は桐山尚子さんを講師
に SDGsについて考える 

あめいろ HPから申込 

◇実施日    １月 20日（土）～２１日（日） 

◇実施会場  サン・レイク 

◇参加者    湖北中学校１・２年生 ２４名 

◇内  容                   大人は２１名 

 ４年ぶりに宿泊研修を復活し、じっくり時間を

かけ中学生が主体となって地域で実施するイベ

ントを考えました。イベントは来年度の夏～秋に

実施し、中学生が地域を盛り上げます。 

 イベント内容は、 

大野→モルック・カレー作り・キャンプファイヤー 

秋鹿→小学生と逃走中（おいかけっこ） 

古江➀→湖北中の周りで小学生と肝試し 

古江②→寿会で公民館全室を使ったスゴロク 

 この取組は、地域の大人（青少協と公民館）が

中学生をしっかりサポートすることで実践までつな

がり、中学生の無限の可能性を引き出しています。 

◇実施日    １月 20日（土） 

◇実施会場  玉湯公民館 

◇参加者    玉湯学園・宍道中１・２年生 ３７名 

◇内  容                     大人は２３名 

 午前は「SDGs de 地方創生カードゲーム」で

SDGｓとまちづくりについて考えました。午後は午前

の内容をもとに、「玉湯・宍道（地域）をどんなまち

にしたいか？」、また、そのためにどんな生徒会活動

をするかグループで意見交換し、発表もしました。 

 グループで考えた一例 

玉湯⇒一人ひとりが活発で、あるものを活かせる町 

  →温泉街のイベントを企画、夏祭りの準備の手伝い 

宍道⇒楽しく町を美化し、町民どうしの仲を深める 

  →地区ごとに楽しくゴミを拾い、量を競い合う 

この研修では、『SDGｓ』をキーワードに自分たちに

できることをみんなで話し合い、実現に向けての第

一歩となりました。 

中学生と地域の大人で企画

内容を考える 

ワールドカフェ方式でみんな

が発表しました 

〈中学生の感想〉 

・地域を盛り上げるためのイベントを

考えるのは楽しいことだと思った。 

・地域のことについては何も考えてこ

なかったけど、研修を通してこういう

ことをすれば喜んでもらうことが分

かってよかった。 

午後はグループワーク 

グループで発表 

〈中学生の感想〉 

・新生徒会で活動するときに地域

とのつながりや協力の大切さを

改めて学べて良かった。 

・今回の研修に向け準備・運営あ

りがとうございました。みなさん

の気持ちを無駄にしないように

明日から行動していこうと思い

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

生涯学習課（山田祐司） 

TEL  55-5288 
FAX  55-5543 
E-mail:s-kikaku@city.matsue.lg.jp  E-mail:manabi@city.matsue.lg.jp 

お気軽にご連絡ください！ 

学校教育課 

 学び推進係（林 和博） 

TEL  55-5341 
FAX 55-5251  

バックナンバー

はこちらから 

◇実施日    １月２１日（日） 

◇実施会場  湖南中学校 

◇参加者    湖南中学校２年生 ２４名 

◇内  容                大人は１４名 

 「こんな町にしたい 私たちの町」というテーマ

で、中学生と地域の大人が学校や地域のために

自分たちができることについて考えました。この研

修会は、「KEYS（湖南中出身の地域貢献活動ボ

ランティア団体）」がコーディネートしています。 

 グループで考えたことは、 

・田和山で湖南ライブをしたい！ 

・地域交流会をしたい！（スポーツなど） 

・湖南夜市をしたい！ 

・お菓子作り、謎解き大会  などです。 

どのような形で実現できるのか楽しみです。 

◇実施日    １月２１日（日） 

◇実施会場  八雲公民館 

◇参加者    八雲中・東出雲中１・２年生 ３２名 

◇内  容                     大人は２３名 

 ２つの研修を行いましたが、研修➀はNPO法

人あしぶえによる「コミュニケーションワークショ

ップ」を実施し、自己表現などを学びました。 

 研修②は「HUG（避難所運営ゲーム）」を実

施し、「自分たちに何ができるか？」についても

考え、発表しました。この研修内容は１２月に決

定していましたが、能登半島地震のことがあり、

今年のHUG研修は今まで以上にみなさん真剣

に取り組んでいました。また、実際に石川県の避

難所での話を聞く時間もあり、子どもたちにとっ

て貴重な時間となりました。 

 
 １月２１日・２２日の土日に各地域の青少年育成協議会主催で中学生対象の「ジュニアリーダー研修」が４つ開催され

ました。地域のリーダーとなるべき人財を地域で育てることを目的にこの研修会があります。それぞれ特色ある取組をして

います。地域の大人たちはこの研修会を実施しながら、中学生から元気・やる気をもらっています。 

研修会の企画・運営は KEYS アイスブレイクはカプラ 

グループで考えたことを発表 

〈中学生の感想〉 

・地域という広い視野で考えた

ことがなかったので、いい機

会になりました。 

・地域のことを考えながら過ご

したいと思いました。 

〈中学生の感想〉 

・今回の研修で新しい力がつい

たなと思いました。 

・この研修を受けて、生徒会に

限らず、部活動でもよりよい姿

でいられるようにもっと積極的

に意見を言おうと思いました。 

NPO法人あしぶえによる研修➀ 

グループで考えたことを発表 

HUGをみんなで考える 
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